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令和２年度 第２回 愛知県立大学 世界史セミナー  
「第一次世界大戦後の国際科学協力体制と日本」

M-14

国際純正・応用化学連合（IUPAC）設立（1919年）など、第一次世界大戦後の国際科学協力体制の
再編の動きと、それが新興国日本の科学者の立ち位置に与えた影響について講演する。

会場：サテライトキャンパス2月20日（土）16：00～18：00
講師：菊池好行（愛知県立大学外国語学部 准教授）

受講料：無料申込必要

連続セミナー（第４回/全４回シリーズ）
「多文化共生を促進する地域・社会的連携の取り組み」
健康に生活し、育ち、学び、働ける社会を構築する（仮題）

M-13

日本で生活し・育ち・学び・働く外国にルーツがある住民の立場から、誰もが健康で暮らし支えあ
える地域社会をどのようにつくっていけるか、基調講演、事例報告とパネルディスカッションを行
い受講参加者とともに考える。

会場：サテライトキャンパス2月頃予定（土）13：00～16：30
講師：早川純午氏（名南病院 医師）

受講料：無料申込必要

インターネットがご利用いただけない場合は、FAXでお申込みください。
受講する講座名、氏名（ふりがな）、電話番号、FAX番号を記載して、以下のFAX番号までお送りください。

申込受付完了しましたら、FAXでご連絡します。

0561-64 -1104FAX

愛知県立大学事務局学術情報部 研究支援・地域連携課
〒480-1198 愛知県長久手市茨ケ廻間1522番3
［TEL］0561-76-8843 ［Fax］0561-64-1104
［E-mail］renkei@bur.aichi-pu.ac.jp

お問合せ

AICHI PREFECTURAL UNIVERSITY EXTENSION LECTURE

愛知県立大学
公開講座

愛知県立大学
地域連携センター※電話・Emailでの

　申込はできません

子育てひろば「もりっこやまっこ」開催
（子育て支援事業）

1

2020年度の「もりっこやまっこ」の開催は新型コロナウイルス感染症の状況に
より変更となる場合があります。詳細はもりっこやまっこホームページをご確認
ください。（https://www.nrs.aichi-pu.ac.jp/kosodate/）

上記日程でご参加いただける保育士、助産師、看護師のアルバイト募集中　
詳細は看護実践センターHP（https://www.nrs.aichi-pu.ac.jp/nursing/）をご
確認ください。

看護職者の生涯学習支援として研修セミナーの開催、
認定看護師教育課程の運営

2

2020年度のセミナーは、看護職者対象の「看護研究シリーズ」ほか、多彩なセ
ミナーを企画しています。（新型コロナウイルス感染防止のためZoom開催とす
る場合があります）

NURSING PRACTICE CENTER
看護実践センター 2020-2021

看護実践センター（守山キャンパス）では、看護を通じた地域連携･地域貢献の
推進を目的として活動しています。

看護実践センターのセミナーの

申込方法
https://www.nrs.aichi-pu.ac.jp/nursing

看護実践センターホームページをご確認ください。

学術講演会・ミニ公開講座の

申込方法

http://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei/

地域連携センターホームページにアクセスし、
ご希望の講座ページからお申込みください。

Mini EXTENSION LECTURE
ミニ公開講座（M-13～M-14）2020 - 2021

学術講演会 ミニ公開講座 看護実践センター
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地域社会への貢献や生涯学習に向けた取り組みとして、これまでに蓄積された研究成果を広く社会に還元するため、ミニ公開講座を開催いたします。

Mini EXTENSION LECTURE
ミニ公開講座（M-1～M-12） 2020 - 2021

国際HAIKUプロジェクト
「詩人と俳句―俳句と詩のバイリンガリズム」

M-7

4年間にわたる「国際HAIKUプロジェクト」の最終年は、日本の近代詩人たちが見せる俳句との深く多様
な関係から、俳句の持つさまざまな相貌を照らし、結びとする。基調講演者として近代詩研究者であり俳
人でもある九里順子氏、ディスカッサントに近代詩研究を皮切りに文化研究を世界展開する坪井秀人氏
を招き、同じく近代詩研究に携わる本学の宮崎真素美とともに、その魅力と拡がりを考える。

会場：長久手キャンパス 多目的ホール11月23日（月・祝）13：30～15：30
講師：九里順子氏（宮城学院女子大学 教授）／坪井秀人氏（国際日本文化研究センター 教授）
　　  宮崎真素美（愛知県立大学日本文化学部 教授）

受講料：無料申込必要

第３回 国際セミナー
「2020年の世界情勢 新型コロナと世界」

M-8

新型コロナの影響を踏まえて、2020年の世界情勢と今後の展望について 加藤直人氏（中日新聞論説委
員）と伊藤健太郎氏（OKB大垣共立銀行調査役）、本学教員から20分ずつの報告と質疑応答を行います。

会場：ZoomによるWeb配信11月29日（日）13：00～15：00
講師：加藤直人氏（中日新聞・東京新聞 論説委員）／伊藤 健太郎氏（OKB大垣共立銀行海外事業推進部 調査役）
　　  鮎京正訓（愛知県公立大学法人 理事長）／奥野良知（愛知県立大学外国語学部 教授）
　　  奥田泰広（愛知県立大学外国語学部  准教授）／司会：鈴木隆（愛知県立大学外国語学部 准教授）

受講料：無料申込必要

虐待防止・対応セミナーM-9

愛知県の子ども・子育ての計画（はぐみんプラン）の一つでもある、児童虐待の予防・対応のための、効
果的なネットワークづくりについて、先進自治体の事例の報告等と討論を行う。

会場：長久手キャンパス 多目的ホール12月4日（金）14：00～16：30
講師：葛西耕介（愛知県立大学教育福祉学部 准教授）／高木敦子（瀬戸市家庭児童相談室長）
　　  酒井多輝子（瀬戸市スクールソーシャルワーカー）／梅山佐和（東京学芸大学教育学部 講師）

受講料：無料申込必要

「災害から文化財を守るネットワークの構築可能性」（仮）M-10

地震や台風などの自然災害から文化財を守る活動が活発になる中で、自治体や博物館・大学などの関
係機関はもちろん地域住民までも巻き込んだ、文化財の保全を行うネットワーク作りは喫緊の課題と
なっている。そうした課題に実践的な形で提言を行なっている講師による講演と、県立大と県立芸大の
文化財保護に関わる教員によるシンポジウムを行なう。

会場：長久手キャンパス Ｓ20112月6日（日）13：00～16：00
講師：村田眞宏氏（豊田市美術館館長） 受講料：無料申込必要

インドネシア現地経済事情講習会M-11

経済成長著しいインドネシアと「ものづくり県」愛知の関係は深く、企業の関心は高い。本講演はビジネ
スマンを対象にインドネシアの最新政治経済事情をわかりやすく解説する。

会場：サテライトキャンパス12月11日（金）18：00～20：00
講師：松井和久氏（愛知県立大学客員共同研究員） 受講料：無料申込必要

もっと知りたいインドネシア語講座（初～中級）M-12

経済成長著しいインドネシアと「ものづくり県」愛知の関係は深く、企業の関心は高い。主にビジネスマン
を対象にした、ビジネスシーンでのインドネシア語を学ぶ。

会場：サテライトキャンパス1月下旬予定19：00～21：00
講師：髙地薫氏（神田外語大学外国語学部 講師） 受講料：無料申込必要
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令和２年度 第１回 愛知県立大学 世界史セミナー
「第一次世界大戦とヨーロッパ東部地域の再編」

M-5

18世紀末のポーランド分割後、国家としてポーランドが再建されることになる20世紀初頭を中心に、第1
次世界大戦後の東欧世界の再編について講演する。

会場：サテライトキャンパス11月14日（土）16：00～18：00
講師：安井教浩氏（常磐短期大学 教授）

受講料：無料申込必要

学習・生活支援事業の論点：教育と福祉の〈協調〉と〈対立〉M-3

教育と福祉に関わる学術的・実践的知見をもとに、生活困窮家庭の子どもに対する学習生活支援事業の
論点を議論・提起する。

会場：長久手キャンパス10月28日（水） 13：00～15：00
講師：山田恭平（特定非営利活動法人 こどもNPO 副理事長）／大貫守（愛知県立大学教育福祉学部 准教授）
　　  野田博也（愛知県立大学教育福祉学部 准教授）／寺谷直輝（愛知県立大学人間発達学研究科博士後期課程）

無料申込必要

和装本講座M-4

岩瀬文庫で和装本の修理をし、保存を行っている学芸員の方から、その方法を学び、実際に和装本を作成する。
※状況により、オンライン開催に変更します。

会場：長久手キャンパス 多目的ホール11月4日（水）14：00～17：00
講師：林知左子氏（西尾市岩瀬文庫学芸員）

受講料：無料申込必要

連続セミナー（第３回/全４回シリーズ）
「多文化共生を促進する地域・社会的連携の取り組み」
障がい者、介護福祉施設における外国人ケアワーカーの役割

M-6

障がい者・高齢者介護福祉施設における外国人ケアワーカーの役割について、現状と課題を確認し、多文
化連携の方向性を、基調講演、事例報告とパネルディスカッションを行い受講参加者とともに考える。

会場：サテライトキャンパス11月頃予定（土）13：00～16：30
講師：鈴木清覚氏（社会福祉法人ゆたか福祉会 理事長）

受講料：無料申込必要

連続セミナー（第２回/全４回シリーズ）
「多文化共生を促進する地域・社会的連携の取り組み」
外国人の日本語教育・キャリア教育の在り方を考える（仮題）

M-2

日本語学校および地域日本語教室の在り方や日本語教育に携わる人材の育成、そして在日外国人のキャ
リア形成を通じた多文化共生社会の醸成について深く対話する場としたい。

会場：サテライトキャンパス10月頃予定 13：30～16：30
講師：米勢治子氏（東海日本語ネットワーク副代表）

受講料：無料申込必要

世界展開する海外日本研究者に学ぶM-1

大航海時代のキリシタン文学について、基調講演及びシンポジウムを開催する。
※状況により、オンライン開催に変更します。

会場：長久手キャンパス S10110月14日（水）14：00～17：00

受講料：無料申込必要
講師：パトリック・シュウェマー氏（武蔵大学人文学部 准教授）

学術講演会 2020

申込方法」は「学術講演会の申込方法」をご覧下さい。

ACADEMIC LECTURE

大災害から命を守る ～情報社会、超高齢社会の防災・減災～G-1

様々な災害情報が日常的に入手可能な時代において、大災害から命を守るため
には防災情報をどう活かしたらいいのでしょうか。また、超高齢社会においては、
防災と福祉・医療の連携が大変重要です。災害に強い社会、持続可能な社会を築
き上げていくために、国内外の災害事例を紹介しながら、これらの問題を考えて
まいります。

会場：長久手キャンパス S101／オンライン11月8日（日）13：30～15：30
講師：寶 馨氏（京都大学大学院総合生存学館 学館長）

受講料：無料申込必要

不完全で完全なワタシG-2

人同士の持ちつ持たれつの間に現れる関係であるコミュニケーションには、ロ
ボットが気づかせてくれる人の不完全さ、人の不完全さに触発されるような可能
性があるのではないでしょうか。「弱いロボット」の研究者をお招きし、人らしさや
コミュニケーションの本質を探ります。

会場：長久手キャンパス S101／オンライン
11月7日（土）13：30～15：30

講師：岡田美智男氏（豊橋技術科学大学情報・知能工学系 教授）
受講料：無料申込必要

9月19日（土）13：30～16：30
講師：加藤泰史氏（椙山女学園大学国際コミュニケーション学部教授／一橋大学名誉教授）

大災害に直面すると、その社会の問題点が同時に炙り出されると言ってよく、東日本大震災の
場合でも今回のコロナ禍でもそうである。この問題を「人間の尊厳」と「文化」・「芸術」という観
点から考えてみたい。

① 災害／尊厳／文化

10月24日（土）13：30～16：30
講師：菊池義昭氏（淑徳大学長谷川仏教文化研究所嘱託研究員）

濃尾大震災は、日本に近代国家が成立しわずか24年目に、岐阜県などで死者7,000人以上
が発生した地震で、国等も被災者支援を試みたが、その中心は全国から駆け付けたキリスト
教関係者等のボランティアで、中でも、岡山孤児院は100人程の震災孤児を収容し、かつ、名
古屋震災孤児院を設立し、震災以前から浮浪していた孤児等の救済活動を実施した。

② 濃尾大震災と全国からのボランティアの発生

10月31日（土）14：00～17：00
講師：町田浩志氏（原町赤十字病院 救急科部長・医療社会事業部長
　　　　　　　　　　／統括DMAT登録者・日本赤十字社災害医療コーディネーター）

災害時の医療には限界があります。災害時は医療ニーズに対して医療資源が圧倒的に不足す
るからです。災害時に一人でも多くの命を救うために、平時から地域と医療が連携して取り組
めることを一緒に考えてきましょう。

③ 大災害時に行われる医療とその限界
　 ～平時の地域と医療の連携が災害時に命を守る！～

会場：長久手キャンパス S101／オンライン
受講料：無料申込必要

連続公開講座「大災害から命を守る」

外部講師と本学教員がペアとなり、実践哲学・社会福祉史・救急医療の視点から、災害時に顕
在化する「人間の尊厳」の問題、災害支援の歴史に学ぶ「人の関わり」の重要性、発災時の「地
域と医療の連携」のあり方を考えます。

※掲載内容は変更される可能性があります。
詳細は地域連携センターホームページでご確認ください。


